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境港ふ頭再編改良事業 



 

港湾事業の事後評価項目調書 
 

 事業名（箇所名） 境港ふ頭再編改良事業 

 実 施 箇 所 鳥取県境港市、島根県松江市 

 該 当 基 準 事業完了後一定期間が経過した事業 

 主 な 事 業 の 諸 元 岸壁(水深10m)、泊地(水深10m)、ふ頭用地、旅客上屋 

 事 業 期 間  事業採択  平成27年度  完了  令和１年度 

 総 事 業 費 ( 億 円 ) 採択時 93  完了時 117 

目 的 ・ 必 要 性 
 背後に立地する企業の物流効率化を図るとともに、施設の老朽化への対応や船舶航行
安全を確保するため、港全体の機能を再編し、外港竹内南地区において、内貿RORO船、
国際フェリー等の機能集約化した複合一貫輸送ターミナル整備を行う。 

費用対効果分析の 
算定基礎となった 
要 因 の 変 化 

事業費：新規事業評価時 93億円 ⇒ 事業完了時 117億円 

事 業 全 体 の 
投 資 効 率 性 

 基準年度  令和7年度 

 B：総便益(億円) 205  Ｃ：総費用(億円) 193  全体Ｂ／Ｃ 1.1 

 B－Ｃ 11.5  ＥＩＲＲ(%) 4.8  

事 業 の 効 果 の 
発 現 状 況 

国際フェリーの新規就航及びクルーズ船需要の拡大によって、貨物や旅客の増加がみら
れ、地域産業の発展に貢献するなど、十分な事業効果を発現している。 

事 業 実 施 に よ る 
環 境 の 変 化 

特になし 

社会経済情勢の変化  

・令和4年3月 境港で国際フィーダー航路の定期就航が開始。 
・令和5年3月 新型コロナ感染拡大により中止していた外航クルーズ船の受入を再開

し、クルーズ船寄港の需要が増加 
・令和6年8月 国際フェリーの新規就航が開始。 

今後の事後評価の 
必 要 性 

ふ頭再編の実現により、国際フェリーの新規就航や旺盛なクルーズ需要の対応が図られ、
本事業は一定の効果が発現しているところである。また、モーダルシフトによる物流効
率化に向けた港湾管理者の取組も進展してきている。そのため、改めて事後評価を実施
する必要はない。 

改善措置の必要性 
これまでのトライアル輸送により、船社や地元関連企業との繋がりが深まってきており、
引き続き、内貿定期RORO航路の就航に向けた取り組みを実施することが必要。 

同種事業の計画・ 
調 査 の あ り 方 や 
事 業 評 価 手 法 の 
見 直 し の 必 要 性 

同種事業の計画・調査にあたっては、港湾関係者から情報収集を行うなど、多面的な効
果の把握に今後も努める。現行の事業評価手法は本事業を適切に評価していると考えて
おり、現時点での見直しの必要性はない。 

対 応 方 針 （ 原 案 ） 対応なし 

対 応 方 針 理 由 - 

 そ の 他  

 



令和７年１０月
国土交通省 中国地方整備局

境 港 ふ 頭 再 編 改 良 事 業
事 後 評 価

写真提供：境港管理組合



１．事業位置図
境港
ふ頭再編改良事業

境港は、鳥取県と島根県の両県にまたがる港湾区域を有し、北方を島根半島により遮蔽されている天然の良港であり、
中国地方の日本海側随一の国際貿易港として重要な役割を担っている。
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２．境港の概要
境港
ふ頭再編改良事業

外港昭和南地区

外港昭和北地区

外港中野地区

江島地区

<内港4号岸壁（水深6.5m）>

フェリー 隠岐

<江島1号岸壁（水深9.0m）>

<江島2号岸壁（水深7.5m）>

原木（移入）苫小牧 他

内港地区
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境港は、平成元年に定期コンテナ航路が新設され、現在では韓国・中国との間で週４便の外貿コンテナ航路が就航している。
令和4年からは国際フィーダー航路が定期化された。令和6年8月には韓国の東海（とんへ）と境港を結ぶ日韓国際フェリーが新
規就航している。山陰地域における物流・人流拠点として重要な役割を担っている。

外港竹内南地区

（整備完了）

<竹内南1号岸壁（水深10.0m）>

国際フェリー

大型クルーズ船

<昭和南1号岸壁（水深13.0m）>

<昭和南2号岸壁（水深10.0m）>

<昭和南3号岸壁（水深7.5m）>

<昭和南4号岸壁（水深14.0m）>

コンテナ（輸出 紙・ﾊﾟﾙﾌﾟ）中国 他
コンテナ（輸入 鉄鋼）中国 他

木材チップ（輸入）ベトナム 他

<中野1号岸壁（水深12.0m） >

原木（輸入）カナダ他

<外港1号岸壁（水深9.0m）>

セメント（移入）敦賀 他

PKS（インドネシア）



・境港における主な取扱貨物は、木材チップや再利用資材の輸入、
石油製品・セメントの移入である。

・コンテナ取扱量は、令和4年（2022年）3月に国際フィーダー航路が
定期化され、移出入量が増加している。

・令和6年8月に韓国の東海（とんへ）と境港を結ぶ日韓国際フェ
リーが新規就航している。

・クルーズ船は、新型コロナウイルスの流行後、令和5年（2023年）
から外航クルーズ船の受入れを再開した。

・令和6年（2024年）には外国船・日本船併せて31隻、更に令和7年
には既に47隻の寄港が予定されており、コロナ禍以降、最高隻数
となる。
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資料：境港管理組合 (予定含む)

(隻）

R2.1新型ｺﾛﾅ感染症拡大により
外航クルーズ船の寄港なし

外航クルーズ船
寄港再開

３．境港の利用状況
境港
ふ頭再編改良事業
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・大規模地震発生時に、背後圏
に立地する企業の物流機能を
維持する必要がある。

①港湾施設の老朽化及び船舶航行の安全確保を踏まえたふ頭再編

②大規模地震時における貨物輸送ルートの確保
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・境水道沿いの岸壁は全て整備後30年以上が経過しており、経
年劣化に伴う老朽化が進行している。

・境水道は航路幅が最小160mの狭隘な航路で潮流も複雑であ
ること等から、ふ頭再編前の境港内で発生した海難事故は境
水道に集中していた。

⇒ふ頭再編により港湾機能の移転が必要であった。

４．境港の課題
境港
ふ頭再編改良事業

境 港

凡例
耐震岸壁を有する港湾

鳥取港

河下港

浜田港

山陰における耐震強化岸壁

西郷港

《船舶の輻輳状況》

外港地区岸壁

《境水道沿いの岸壁の老朽化状況》

境水道

外港
竹内南地区

外港
中野地区

境 水 道境 水 道

【外港昭和南地区】
水深7.5m岸壁

【外港竹内南地区】
水深10m岸壁

耐震強化岸壁 位置図

【外港昭和南地区】
水深10m岸壁（整備計画）

※R3.7月に位置付け

【外港竹内南地区】
水深10m岸壁
（整備計画）

《ふ頭再編による機能移転・集約化（イメージ）》

上部工の
沈下・目地開き

：機能移転・集約化

：不荷役岸壁

：供用中岸壁

：本事業岸壁

凡 例

【外港昭和南地区】
水深12m岸壁（整備計画）

※R3.7月に位置付け

【外港昭和南地区】
水深7.5m岸壁

（供用中）



③国内海上輸送網のミッシングリンクの解消
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・山陰地域は、国内海上輸送網のミッシングリンクとなっており、当該地域に立地する企業は、陸上輸送等による非効率な輸
送を余儀なくされている。

４．境港の課題
境港
ふ頭再編改良事業

《国内定期フェリー・RORO航路》
(平成26年度時点)

RORO船(Roll On/Roll OFF ship)
：ﾌｪﾘｰのようにﾗﾝﾌﾟを備え、ﾄﾚｰﾗｰなどの車両を収納する

車両甲板を持つ貨物船
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【事業の目的】

５．事業の目的・概要
境港
ふ頭再編改良事業

背後に立地する企業の物流効率化を図るとともに、施設の老朽化への対応や船舶航行安全を確保するため、港全体
の機能を再編し、外港竹内南地区において、内貿RORO船、国際フェリー等の機能集約化した複合一貫輸送ターミナル
整備を行う。

【事業を取り巻く現状】

・令和4年3月より国際フィーダー航路が新規
就航（外港昭和南地区）し、山陰地域にコ
ンテナ船による国内海上輸送網が構築さ
れた。

・本事業で整備されたターミナルについては、
令和6年8月に国際フェリーが定期運航が
開始された。また、内貿RORO船について
は、トライアル輸送により定期航路開設に
向けた取り組みを継続中。

・境港における旺盛なクルーズ需要に伴い、
本事業で整備されたターミナルに多くのク
ルーズ船が寄港し、境港背後圏域の大き
な経済効果に貢献。

既
設

護
岸

外港竹内南地区

泊地
（水深10m）

岸壁(水深10m)

ふ頭用地

旅客上屋

ふ頭再編改良事業

岸壁（水深10m）【国】

泊地（水深10m）【国】

ふ頭用地【境港管理組合】

旅客上屋【境港管理組合】

【事業の概要】

事業費 ：117億円
事業期間：平成27年度～令和元年度

（令和2年供用開始）
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６．事業効果の発現状況
境港
ふ頭再編改良事業

【①港湾施設の老朽化及び船舶航行の安全確保を踏まえたふ頭再編】

○老朽化施設の用途廃止と港湾機能の集約によるふ頭再編により、船舶の航行の安全確保及び港湾機能の高度化が
図られた。これにより、国際フェリー航路が誘致され、令和6年8月より定期航路化が実現した。

○外港昭和南地区等で受け入れていたクルーズ船についてもふ頭再編後は本事業で整備されたターミナルに寄港する
ようになり、貨物船の沖合待機や、クルーズ船寄港のおことわりが軽減された。

⇒国際フェリー貨物の輸送コスト削減便益及び国際フェリー・外航クルーズ船入港による国際観光純収入便益の発現

クルーズ船寄港（ル・ジャック・カルティエ）R7.4.4

7

（国際フェリー利用企業の声）
・日韓フェリーはコンテナに入らない大型貨物などの韓国輸出においては、非常に利便性が良い。
・他港利用の韓国輸入貨物を境港の日韓フェリー利用に転換することで、陸上輸送距離が短縮され、コスト削減することができた。

出典：船舶事故ハザードマップ（運輸安全委員会）
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【②大規模地震時における貨物輸送ルートの確保】

６．事業効果の発現状況
境港
ふ頭再編改良事業

○本事業で整備した耐震強化岸壁は背後の臨港道路とともに、鳥取県地域防災計画の第１次緊急輸送路に位置づけら
れた。

○大規模地震時において、本ターミナルに寄港する国際フェリーや他のターミナル等利用する隠岐の島とのフェリー航路
による輸送を継続できる環境が整備された。

○令和5年度には、RORO船を活用した災害時の物資輸送体制を確保するための協定『災害時における海上輸送応援
等に関する協定（R5.10.25）』を締結し、海上輸送による災害時応援の協力体制を構築。

○令和7年4月には、他港間の航路（RORO船）における荒天時の避難港または代替港としての利用可否を検証した試験
運航を実施しており、海上輸送による災害時応援の更なる協力体制強化に取り組んでいる。

⇒震災時における輸送コストの増大回避便益の発現

RORO船航路の荒天時における避難港または代替港
としての利用検証のための試験輸送（R7.4.30）

協定締結式の状況（左から平井鳥取県知事、関近海郵船社長、
林日本通運山陰支店支店長、角田NX境港海陸社長）

隠岐フェリーイメージ（大規模発生時）

（船社の声）
・トライアル輸送により、境港へのRORO船寄港に問題がないことが確認できた。
・災害発生時の他、冬場や台風接近時等様々なシーンで竹内南岸壁の利用を検討していきたいと思う。



既存航路

【③国内海上輸送網のミッシングリンクの解消】

６．事業効果の発現状況
境港
ふ頭再編改良事業

○神戸港、境港、京都舞鶴港、敦賀港の間で国際フィーダー航路が令和4年3月より新規就航。これに伴い、山陰地域の
コンテナ船による国内海上輸送網が構築された。

○近年のトラックドライバー不足問題により、日本全国で海上輸送へのモーダルシフトが期待されており、内貿RORO船
のニーズも高まっている。

○境港ではRORO航路の就航に向けて、港湾利用者、船社、港湾管理者による官民一体となった取り組みとして平成25
年からトライアル輸送を開始し、これまで17回のトライアル輸送（洋紙、農耕用機械、飲料水など）を実施している。

RORO船トライアル輸送状況（博多港～境港～敦賀港）

境港を経由する国際フィーダー航路

9

出典：井本商運ホームページ

（荷主の声）
・トラック不足が問題となっているなか、特に年末年始は
トラックの確保が難しいので、海上輸送網の充実を期待
している。

資料：境港管理組合
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７．事業の効果（貨幣換算が困難な効果等）
境港
ふ頭再編改良事業

③リダンダンシーの確保

耐震強化岸壁の整備により、大規模地震時等における瀬戸内・太平洋側地域のリダンダンシーの確保が図られる。

①地域産業の発展に貢献

岸壁整備に伴う国際フェリーの新規就航により、地域産業の発展に貢献。

②港湾機能の集約による効率的な施設管理

老朽化施設の用途廃止と港湾機能の集約によるふ頭再編により、港湾機能の高度化が図られる。



事業全体
205 億円
203 億円
0.24 億円
1.6 億円
193 億円
174 億円
19 億円

費用便益比（B/C） 1.1

総費用（C）
建設費
管理運営費・再投資費

項目

総便益（B）
港湾施設の老朽化及び船舶航行の安全確保を踏まえたふ頭再編

大規模地震時における貨物輸送ルートの確保
残存価値
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８．投資効果
境港
ふ頭再編改良事業

費用対効果分析結果

※端数処理の為、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。
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９．今後の対応方針（案）
境港
ふ頭再編改良事業

【今後の事後評価の必要性】

ふ頭再編の実現により、船舶の航行の安全確保や港湾機能の高度化が図られ、国際フェリーの新規就航や旺盛な
クルーズ需要に対応できており、大規模地震時における貨物輸送ルートの確保も図られた。また、モーダルシフトによ
る物流効率化に向けた港湾管理者の取組も進展してきている。そのため、改めて事後評価を実施する必要はない。

【改善措置の必要性】

これまでのトライアル輸送により、実績が積み上がっているところであるが、引き続き、内貿定期RORO航路の就航
に向けた取り組みを実施することが必要。

【同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性】

同種事業の計画・調査にあたっては、港湾関係者から情報収集を行うなど、多面的な効果の把握に今後も努める。
現行の事業評価手法は本事業を適切に評価していると考えており、現時点での見直しの必要性はない。



参考資料

境港
ふ頭再編改良事業



RORO船

■ RORO船とは

貨物を積んだトラックやトレーラーが自走で乗降でき、船内の車両を収納する車両甲板
に固縛してそのまま運べる船。 (Roll-on roll-off ship)

【出典：境港管理組合HP】

船内で固縛されたトレーラー荷役状況

境港
ふ頭再編改良事業



便益算定方法（参考）
境港
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新規岸壁（竹内南地区）を整備することにより、効率的な輸送ルートが確保可能となり、輸送コストが削減される。

①国際フェリー貨物の輸送コスト削減 ≪０．０８億円／年≫

②国際フェリーの入港による国際観光純収入 ≪０．７２億円／年≫

without時 with時便益対象貨物量

697 ﾄﾝ／年

without時 with時便益対象旅客数

3,623 人／年

新規岸壁（竹内南地区）を整備することにより、国際フェリー旅客の受け入れが可能となる。

≪推計方法≫

R7年推計値＝(R7年1～5月実績値)＋

(R7年6～12月推計値)

・(R7年1～5月実績値)＝232千トン

・（R7年6～12月推計値）

＝1か月推計値×7ヶ月間

＝66千トン×7か月＝465千トン

R7年推計値

＝232千トン＋465千トン＝697千トン

≪推計方法≫

R7年推計値＝(R7年1～5月実績値)＋

(R7年6～12月推計値)

・(R7年1～5月実績値)＝1,514人

・（R7年6～12月推計値）

＝1か月推計値×7ヶ月間

＝301人×7か月＝2,109人

R7年推計値

＝1,514人＋2,109人＝3,623人

0.36万人／年



便益算定方法（参考）
境港
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耐震強化岸壁を整備することにより、震災時も同施設を利用する船舶の寄港が可能となり輸送機能が維持される。

③震災時における輸送コストの増大回避 ≪０．９５億円／年※≫※地震発生率未考慮

without時 with時便益対象貨物量

697 ﾄﾝ／年

without時 with時便益対象貨物量

28,162 台／年

国
際
フ
ェ
リ
ー
貨
物

離
島
フ
ェ
リ
ー
貨
物

＜０．０８億円／年＞

＜０．８７億円／年＞

※地震発生率未考慮

※地震発生率未考慮

≪推計方法≫

R7年推計値＝ R6年実績値

・(R6年実績値)＝境港貨物車（小型・普

通）+七類港貨物車（小型・普通）

・境港貨物車（小型・普通）

＝6,764台

・七類港貨物車（小型・普通）

＝21,398台

R7年推計値

＝6,764台＋21,398台＝28,162台

≪推計方法≫

R7年推計値＝(R7年1～5月実績値)＋

(R7年6～12月推計値)

・(R7年1～5月実績値)＝232千トン

・（R7年6～12月推計値）

＝1か月推計値×7ヶ月間

＝66千トン×7か月＝465千トン

R7年推計値

＝232千トン＋465千トン＝697千トン



便益算定方法（参考）
境港
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④外航クルーズ船の入港による国際観光純収入 ≪７．５億円／年≫

新規岸壁（竹内南地区）を整備することにより、旺盛なクルーズ需要に対応したクルーズ船の受け入れが可能となる。

without時 with時便益対象乗客数

3.8万人／年

≪推計方法≫

(R7年1～5月実績値)＋(R7年6～12月推計値)

・(R7年1～5月実績値)＝12,481人

・（R7年6～12月推計値）

＝6月以降寄港予定船総定員数

×乗船率 × 外国人率

＝25,044人

R7年推計値

＝12,481人＋25,044人＝37,525人



背後圏の企業（参考）
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国内RORO船トライアル輸送の実績（参考）
境港
ふ頭再編改良事業

1
第１回(4/15～19)　傭船方式
船社／栗林商船(株)、船舶／第一有明丸（RORO船3,692GT）

苫小牧→境→新潟→苫小牧

2
第２回(8/13～17)　傭船方式
船社／栗林商船(株)、船舶／ぷりんすはやて（RORO船5,930GT）

苫小牧→境→新潟→苫小牧

3
第３回(10/1～5)　傭船方式
船社／栗林商船(株)、船舶／第一有明丸（RORO船3,692GT）

苫小牧→境→苫小牧

4 Ｈ２６
第１回(12/22～27)　傭船方式
船社／栗林商船(株)、船舶／新釧路丸（RORO船5,310GT）

苫小牧→境→新潟→苫小牧

5 Ｈ２７
第１回(12/8～10)　傭船方式(SEA&RAIL)
船社／日本海運(株)、船舶／佑勝丸（貨物船499GT）

北九州→境→北九州

6
第１回(6/18～22)　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／つるが（RORO船11,193GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

7
第２回(6/25～29)　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／つるが（RORO船11,193GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

8
第３回（12/2～8）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／日本通運(株)、船舶／ひまわり５（RORO船10,470GT）

東京→博多→境→博多→東京
※既存航路の延伸（博多～境）

9
第１回（7/22～26）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／ひだか（RORO船11,185GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

10
第２回（2/24～28）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／ほくと（RORO船11,185GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

11
第３回（3/3～7）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／ひだか（RORO船11,185GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

12
第１回（6/23～27）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／つるが（RORO船11,185GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

13
第２回（7/21～25）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／ほくと（RORO船11,185GT）

苫小牧→敦賀→境→敦賀→苫小牧
※既存航路の延伸（敦賀～境）

14
テスト寄港（6/21）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／とかち（RORO船9,858GT）

敦賀→境→敦賀

15
テスト寄港（6/27）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／とかち（RORO船9,858GT）

博多→境→敦賀

16
第２回（7/11）　ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ
船社／近海郵船(株)、船舶／なのつ（RORO船8,348GT）

敦賀→境→博多

17 R7
テスト寄港
船社／近海郵船(株)、船舶／ひだか（RORO船11,185GT）

敦賀→境→敦賀

R3

H30

Ｈ２９

Ｈ２８

年度 実施状況 運航経路

Ｈ２５

国内RORO船トライアル輸送の実績



令和6年 境港の取扱貨物量(全体)の動向（参考）
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出典：「令和６年（2024年） 境港の取扱貨物量（全体）の動向」境港管理組合HP



令和6年 境港の取扱貨物量(全体)の動向（参考）
境港
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出典：「令和６年（2024年） 境港の取扱貨物量（全体）の動向」境港管理組合HP



令和6年 境港のコンテナ取扱貨物量の動向（参考）
境港
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出典：「令和６年（2024年） 境港のコンテナ取扱貨物量の動向」境港管理組合HP



令和6年 境港のコンテナ取扱貨物量の動向（参考）
境港
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出典：「令和６年（2024年） 境港のコンテナ取扱貨物量の動向」境港管理組合HP
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